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大学都市KOBE！発信プロジェクト

甲南大学出展報告

前期：2019.6.25-7.22
後期：2019.8.20-9.16

グランフロント大阪 北館３F The Lab.

2019.10.10

フロンティア研究推進機構
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概 要

 神戸市が主導する「大学都市KOBE！発信プロジェクト」の中で、前後期合わせて約２カ月
間に渡り理系の体験型展示を行った。

 展示期間の前期：「自然科学」、後期：「健康・医療」をテーマとして、以下の出展を行った。

展示内容 担 当

前期

自然
科学

七色の光（ｽﾍﾟｸﾄﾛｽｺｰﾌﾟ他） 理工学部 市田教授

落書きソフト 知能情報学部 新田教授

土石流 模擬実験 理工学部 林教授

後期

健康
医療

ラジオ体操評価 知能情報学部 田中教授

膝形状と体バランスの
関係評価

ｽﾎﾟｰﾂ・健康科学教育研究ｾﾝﾀｰ
曽我部教授

ガン・アルツハイマー病の発見
蛍光色素／血糖値異常を知
らせる蛍光ゲル

ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽ学部
松井教授・村嶋教授

通期 来場者カウンタ 知能情報学部 田中教授



 今年度は甲南女子大学、神戸常盤大学との合同展示を7月26日に行った。

概 要

展示内容 担 当

メダカとホヤから脳と眼のしくみと進化を探る。 理工学部 日下部教授

成果

 来場者カウンタによると、のべ来場者は約17,800名であった。

（推定実来場者数：約11,000人）

 体験型の展示を通して、本学の理系教育・研究を実感してもらえた。

 小学生やそれ以下の子供たち、その親御さんたちが多く来場し、展示やデモを楽しんでもらう
ことによって、甲南大学を広く知ってもらうきっかけとなった。



展示会場レイアウト（前期）
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展示会場レイアウト（後期）
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展示物（前期）







展示物（後期）









片足立ち時間計測装置

展示状況（前期）

片足立時間計測
-曽我部教授 -

照度可変照明
-前田准教授 -

ブース全景（前期）

原子の出す光を体験
（市田教授）



体操評価システム
-田中教授 -

展示状況（前期）

落書きソフト
（新田教授）

土石流の模擬実験
（林教授）



展示状況（後期）

ブース全景（後期）

片足立時間計測
（ 曽我部教授 ）



展示状況（後期）

ガン・アルツハイマー病の発見
蛍光色素／血糖値異常を知ら
せる蛍光ゲル
（松井教授、村嶋教授）

体操評価システム
（田中教授 ）



合同展示

メダカとホヤから脳と眼のしくみと進化を探る
（日下部教授）


